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原著

乳児の指さし行動の発達的変化

一手話言語環境にある襲児と聴児の事例から一

武居 渡*・四日市 意*本

手話言語システムの中で、指さしは複雑で重要な機能を担っている。本研究では、

手話言語環境にある前言語期の聾児及び聴児の指さしの使用がどのように変化するの

かについて明らかにするため、手話言語環境にある前言語期の聾児及び聴児の表出し

た指さしを量的、質的に分析した。その結果、①対象児は、発達に伴い、指さしが呉

体物を表すだけでなく、その場にないものを表すようになり、その使用範囲を広げて

いったこと、②対象兇は、発達に伴い、指さし時に聴き手を意識するようになり、指

さしをよりコミュニカティブに使用するようになったこと、③聾児において、指さし

が文法マーカーとして機能している例も観察されたこと、が明らかになった。このよ

うに、手話言語環境にある聾兜や聴児にとって、指さしは単なる前言語行動ではなく、

指さしが手話言語に取り入れられる中で、指さしの抽象性を高め、その使用範囲を広

げていることが分かつた。

キー・ワード:指さし、手話言語、前言語期

I .はじめに

指さしとは、人さし指の延長線上にある対象

を抽出し、指し示す行為である。しかし、指さ

しは、手話言語システムの中に取り込まれると、

より複雑で独自の使用のされ方をする。例えば、

アメリカ手話 (American Sign Language; 

ASL)では、指さしは、現前の対象物を指し示

すだけでなく、非在の対象物を手話空間内に登

録したり、複数性を表示したりする O そのほか

にも、人称代名詞、場所の指示、限定詞、照応

表現、再帰代名詞、所有格の表示などに指さし

が使用されるという(鳥越 198814))。日本手話

においても、指さしが代名詞として使用された

り、文末に漬かれることによって文法マーカー

として使用されたりすることが知られている O

一方、音声言語獲得研究の中では、指さしは
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前言語期の重要な指標として位置づけられてい

る。音声言語を獲得しつつある子どもは、 9ヶ月

前後から、指さし行動を開始するという(田中・

田中， 198213); Lock， Young， Service and 

Chandler， 19908))。

指さしの発生起源をどこに求めるかについて

は、これまでいくつかの主張がなされている。

Bates (19761))は、指さしの起源はコミュニケー

ションの文脈外にあるといい、指さしは、自己

を環境に順応させるメカニズムであると主張し

ている D 対照的に、 Vygotsky(196617)) は、指

さしは、子どものリーチング動作の失敗から発

生したものであるとしている。これは、 Vygots-

kyが、指さしの起源をコミュニケーションの文

脈内に求めているということを意味している O

また、 Bruner(19832))は、指さしを、環境の中

の自につくものを選び出すための原始的な表示

システムの一部であるという見解を示してい

るo Leung and Rheingold (19817)) は、子ども

- 51-



武器 渡・四日高章

の指さしの起源を大人の指さしの模倣に求めて

いる Q

生後9ヶ月頃から出現する指さしは、月齢が

増すにつれて、コミュニケーションの中で様々

な機能を担うようになる。秦野(19835))は、発

達に伴う指さしの機能分化の過程を 5つの段階

に分類、整理している。第一段階は、外界の目

立つものに対して行われる「驚き・興味・再認J

を表す指さしであり、 8ヶ月から 11ヶ月頃に出

現する O 第二段階は、欲しい物や行きたい方向

を表すのに使用される「要求Jの指さしであり、

11ヶ月頃から観察される O 第 3段措は 「叙述J

を表す指さし、第4段階は「質問」を表す指さ

し、第5段階は「応答J の指さしである。

生後18ヶ月頃に指さし行動が完成するが、そ

の頃、指さしと音声が同時に使われたり、指さ

しと奇声で2語文を形成したりすることが報告

されている(大浜・辰野・斎藤・武井・荻野，

198111)) 0 特に興味深いのは、はじめは音声と指

さしが同じ内容を伝達し、全体として一つの意

味を表しているのに対し、 20ヶ月以降になると

音声と指さしが別々の意味を表し、擬似的な2

語文のようになるという O これは、指さしと音

声の継時的使用が、音声による 2語文形成の準

備をしていると考えられる。

岡本(198210))は、指さしの意味について次の

2点を指摘している。第一に、指さしは、漠然と

した周回の事物からある事象を選び出し、指先

とその事象の意味を関係づける行為であるこ

と、第二十こ、指さし行動の出現と同時あるいは

その後に初語が出現することである。第一の指

摘は、指さしをすることで周囲の事物を象徴的

に表すという点で重要であり、第二の指摘は、

その後の音声言語獲得と密接な関係があるとい

う点、で重要であると思われる。

指さしと音声言語では、使用するモダリティ

が異なるにも関わらず、音声言語の獲得過程に

おいて指さしが何らかの貢献をしていると考え

られる。これらの報告は、聴児山}の縦断的調査

に基づいて得られた資料を基に分析を行ったも

のであるが、聾児においても指さしは観察され

るO

Goldin-Meadow and Morford (19853)) は、

聴者の両親を持つ聾児の身振りの分析を行って

いる O 対象となった聾児は、聴者の両親のもと

に生まれたため、手話言語とは接触していない。

これらの聾児の指さしは、おもちゃや食べ物、

人、体の部分、場所など、広範囲の対象を表し

ていた。さらに、 Goldin-Meadowand Mylan-

der (19904)) によると、聾児は、その後その場

にないものに対しでも、指さしによって表すよ

うになるという O 聴児は、その場にないものを

表す際には音声言語を用いるようになるが、音

声言語を十分に利用できない聾児の場合、指さ

しに音声言語と伺じ機能を持たせ、使用してい

ると考えられる。

それでは、ろうの両親のもとに生まれ、手話

言語環境にある子どもの場合、指さしはどのよ

うに発達していくのだろうか。 Petitto(198712)) 

は、ASLの手話言語環境にある聾児が表出した

指さしについて分析を行っている O 手話言語の

中では、 1人称と 2人称の代名詞は指さしに

よって表されるが、ASLを獲得しつつある聾見

は、まず、聴児と同様に人に対して指さしを行

う。しかし、出現数はその後一度減少し、 1歳

10ヶ月で再び人に対する指さしが観察されるよ

うになったという。後者の指さしでは、1人称と

2人称を取り違えて表出したという O この現象

は、聴児における代名詞の獲得過程でも多く克

られる現象である。このことから、聾児は、指

さしを抽象的なシンボルとして手話言語の中に

取り入れ、指さしを代名詞として獲得するとい

うことができょう。

しかし、手話言語環境にある子どもの場合、

前言語行動としての指さしが、どのように発達

し、手話言語の中に取り込まれていくのかにつ

いて縦断的に分析した研究は行われていない。

本研究は、手話言語環境にある聾児及び聴児

の指さしを縦断的かつ詳細に記述することによ

り、聾児や聴児の指さしの使用が、発達に伴い

どのように変化するのかについて明らかにする

ことを目的とする D
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Table 1 分析対象としたデータ

対象児 収録時間 収録時の対象児の丹齢

A児 l時間4分13秒 4ヶ月28日

51分30秒 6ヶ月10日

39分12秒 6ヶ月25日

47分15秒 7ヶ月29日

l時間6分31秒 8ヶ月12日

44分3秒 9ヶ月25EI 

53分23秒 10ヶ月231ヨ
53分38秒 11ヶ月20日

53分56秒 12ヶ月18日

l時間 1分32秒 13ヶ月21日

51分2秒 15ヶ月 3E1

B児 47分44秒 5ヶ月 3日

47分18秒 7ヶ月26日

45分15秒 8ヶ月19EI 

47分12秒 9ヶ月22日

47分38秒 10ヶ月25EI 
53分6秒、 11ヶ月25日

54分1秒 12ヶ月25日

45分22秒 13ヶ月20日

49分23秒 14ヶ月24日

II.方法

1 .対象

ろうの両親を持つ初語表出以前の乳児2名を

対象とした。 1名は聾児であり、もう 1名は聴児

であった。以下、それぞれA児、 B児とする。

A児は女児である oA児の聴力は、両耳とも

100デシベル前後であった。 A児の両親もまた

童筆者であり、家庭内での主たるコミュニケー

ション手段は日本手話であり、両親から A児へ

の話しかけは、音声を伴わない手話によるもの

であった。調査期間中、 A児は難聴幼児通園施

設に通っており、聴能訓練や言語指導を受けて

いた。 A児に関しては、生後4ヶ月 28日から

15ヶ丹 3日まで、計11田の観察を行った。

B児は男児であり、健聴の姉が1人いた。B鬼

の家庭内でのコミュニケーション手段は、両親

の間では日本手話が使用されていたが、 3児に

対する話しかけは、音声を伴った手話も見られ

た。また、声を出さない口形のみの話しかけも

観察された。 B児に関しては、生後5ヶ月 3日か

ら14ヶ丹 24日まで、計9回の観察を行った。

収録データに関する詳細を、 Table1 ~こ示し

7こO

2.調査方法

ろうの両親を持つ乳児の指さしに関する資料

を得るために、調査者が、約 1ヶ月に 1呂、対象

児の自宅を訪問し、約 1時間にわたって対象児

と両親との自由遊び場面での自由会話をビデオ

に収録した。ビデオカメラを部屋の隅に三脚で

固定し、子どもと母親の手の動きを中心に収録

した。調査に対する子どもの抵抗感を最小限に

するために、観察場所を対象児の自宅とし、お

もちゃや絵本などに関しては日頃から慣れ親し

んでいるものを使用した。両親に対しては、「い

つもと同じようにお子さんと遊んで下さい。」と

いう指示を行った。また、場合によっては、調

査者が子どもとのコミュニケーションに参加す

ることもあった。

3.分析方法

1 )手の運動の記述方法

Meier and Willerman (19959)) は、子どもの

手の動きを 3つのカテゴリーに分類し、記述し

ている O 第一のカテゴリーとして、「指さしJや

「リーチングコ、「象徴的なジェスチャー」など

を含む意味のある「意図的ジェスチャー (com-

municative gesture) Jを挙げている。第二のカ

テゴリーとして、形態的にも意味的にも手話言

語の単語として同定されるような「サイン

(sign) J、第三のカテゴリーとして、「意味のな

い手の運動 (meaninglessnonreferential ges-

ture)Jを挙げている。

まず、対象児の前言語行動の全体像を担握す

るために、 Meierら(19959)) の分類を参考に、

A児及び B児の表出したすべての手の動きを

以下の 4つのカテゴリーに分類した。その上で、

本研究では、各前言語行動の出現頻度などを参

考にしながら、発達に伴う指さしの質的、量的

変化について分析を行った。

(a) サイン (sign)

日本手話の単語として同定されるものをい

- 53-



武居 渡・四沼市章

つ。

(b) 意図的ジェスチャー

(communicative gesture) 

手の動きが何らかの意図を表しているものを

いう oその下位カテゴリーを以下の4つとした。

1 .指さし (pointing)

2. リーチング (reaching)

3.ウェイピング (waving)

4. シンボリック・ジェスチャー

(symbolic gesture) 

(c) 物体接触行動

手が何かを把握していたり、操作していたり

する行動をいう。以下の 2つを下位カテゴリー

とした。

1 .ギピング (giving)

2 .操作 (manipulating)

(d) 非指示ジェスチャー

手指が物体に接触することなししかも手の

運動が指示内容を持たないものをいう D

2 )指さしの量的変化

発達に伴い、指さしが量的にどのように変化

しているのかについて明らかにするために、対

象児の手の運動の記録の中から、指さしだけを

取り出し、月齢ごとに各対象児の指さし表出数

を数えた口

3 )指さしの質的変化

指さしの発達に伴う継時的変化をより詳細に

明らかにするために、以下の 4つの観点から指

さしの質的な変化を分析した。

まず第一に、各指さしの指し示すものが具体

的に何であるかについて記述を行った。すなわ

ち、指さしの指し示すものが、「①物」、 「②人J、

「③その場にないものJ、「④場所j のどれに相

当するかについて記述した。なお、どのカテゴ

リーに属するかわからなかった場合は、「⑤不

明」とした口

第二に、指さしをしているときの子どもの視

線の方向について記述を行った。視線の方向に

関しては、 2つのパターンが考えられる。まず、

視線の方向が指さしの指し示す対象物に向いて

いた場合J①対象物Jのカテゴリーに分類した。

一方、コミュニケーションの聴き手のほうに視

線を向けた場合、「②聴き手」に分類した。なお、

指さしの指し示す方向が聴き手に向けられたと

き、聴き手は指さしが指し示す対象物でもあり

コミュニケーションの聴き手でもあるため、「③

その他・不明J に分類した。

第三に、リーチングにおいて頻繁に見られる

対象物への体の傾きが、指さし時に生じたかど

うかについて記述を行った。

第四に、子どもの指さしに対して母親が反応

したかどうかについて記述を行った。ここでい

う反応は、子どもの指さしに対する言語的反応

だけではなく、模倣や行動による反応も含めた。

III.結果と考察

1 .指さしの量的分析

A児及びB児の各月齢における指さし出現

回数の発達的変化を示したものが、 Fig.1であ

る。なお、各訪問ごとに総撮影時鞘が異なるた

めに、出現回数そのものは指さしの発達的変化

を示す指標にならない。そのため、各訪問時に

おける指さしの出現回数を、 1時間あたりの出

現回数に換算した。

Fig.1より、 A児も B児も、ほぽ同時期に指

さしの表出を始めているといえる O

A児において指さしが初めて観察されたの

は、丹齢10ヶ月のときであった。 11ヶ月を過ぎ

る頃から、指さしが、発達に伴いコミュニケー

ション手段として使用され始めていくという傾

向が見られた。 12ヶ月時は、他と比べると著し

く指さしの出現頻度が高いが、それには 2つの
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Fig.l 指さし出現回数の発達的変化
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理由が考えられるo 第一に、 12ヶ月時は、ほと

んど見るものすべてに対して指さしを行ってい

た。以後、出現数は減少するが、 13ヶ月時の母

親の報告の中で、「子どもの指さしの意味がこの

頃分かるようになってきたoJ と言っている o

12ヶ月時において A児は、指さしの形式的な側

面は獲得したが、それをコミュニカティブに使

用することに関しては、まだ完全に学習してい

なかったため、出現頻度が高くなったと考えら

れる。

第二に、 13ヶ月以降、手話による表出が増え

てきた。そのため、多くの指さしが手話単語や

ジェスチャーに置き換えられたため、 12ヶ月時

に比べると、 13ヶ月以降、指さしの出現数が減

少したのではないかと思われる。

B児もまた、生後 11ヶ月頃から指さしが観察

され始めた。 A児のように顕著に出現頻度が高

くなることはなく、徐々に出現頻度が増加して

いる。 B児では、手話言語環境があるにも関わ

らず¥15ヶ月時点で手話単語の表出は I度もな

かった。また、 13ヶ月頃から音声語の表出が観

察され始めたが、音声による単語の表出語数は

それほど多くないD そのため、 15ヶ月時に指さ

しの出現頻度が高くなったと窓われる。

指さしの出現頻度という指標では、 A児にお

いて 12ヶ月時に顕著に出現頻度が高かったこ

とを除けば、聾児である A児と聴児であるお

児の聞に大きな違いはなかったといえるO

2.指さしの質的分析

A児及びB児を縦断的に観察する中で、子ど

i町人 因物 ~婦にないもの図損所 騒その他~

11:20 

12:18 
月
申告

13:21 

15:3 

O 20 ~ ro 00 ~ 

指さしの指し示すものの割合 (%) 

Fig.2 A児が表出した指さしの指し示す対象

もの指さしは、単に具体物を指し示してその事

物を表すだけにとどまらず、指さしが様々な機

能を持ち始め、発達に伴い質的に変化している

ようであった。そのため、以下の 4つの観点、か

ら、指さしの質的分析を行った。

1 )指さしの指し示すもの

Fig.2は、 A児が各月齢に表出した指さし全

体に対する「①物」への指さし、「②人Jへの指

さし、「③その場にないものJ への指さし、「④

場所」への指さしの占める都合を示したもので

ある o B児については、 Fig.3に示した。

A児において、人に対する指さしは、どの時

期においても指さし全体の 15%程度を占め、出

現頻度に大きな変化はないといえる。同様に、

物に対する指さしも発達に伴う大きな変化はな

い。しかし、 11ヶ月時及び 12ヶ月時は、白につ

くものすべてに対して指さしを行っているよう

であった。この頃、 A児の母親は、指さしの指

し示す物が何であるかは分かつても、それに

よって何が言いたいのかについては分からない

と言っている D この頃の指さしは、秦野(19835))

のいう「驚き・興味・再認」の指さしというこ

とができょう o これに対し、 13ヶ月以降に表出

された指さしは、手話単語などと結びつき、2語

文を形成することもあった。この頃に観察され

た指さしは、他者が指さしの機能的意味を把握

しやすく、指さしが目的的に使用されていると

いえる o

さらに、その場にないものに対する指さしも

見られた。 11ヶ月時には、母親が後ろに隠した

型企 Q物 s掃にないもの図場所 感その他不明|
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却
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Fig.3 B児が表出した指さしの指し示す対象
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ティッシュの箱が欲しくて、母親がティッシュ

の籍を隠していると思われる場所を指さすよう

な場面が観察された。 13ヶ月時には、指さしが

語委主化したと思われる例も見られた。以前から、

A児は絵本などに描幽かれた花を見るたびに、花

をさした花瓶が置いであるところを振り返って

見たり、指さしをしたりしていた。ある収録日

に、いつもある場所に花がなかったが、 A児は、

絵本の中の花の絵を見ると、いつも花瓶の置い

であるところをしばらく眺め、その後その場所

を指さし、{ない)という手話単語を表出した。

このように、 A児において、存在するものだけ

でなく、その場にないものに対しても、指さし

で表現できるようになっていた。

また、 13ヶ月以降、冷蔵庫の方向を指さすこ

とによって、冷蔵庫にある食べ物を要求すると

いうような場面が観察された。場所を表す指さ

しは主に要求を表し、指さしが、発達に伴いコ

ミュニカティプに使用されるようになったとい

える。

B児においても、指さしの指し示すものに関

しては、 A児とほぼ向様の傾向が見られた。人

や物に対する指さしは、 12ヶ月持を除いては、

ほぽ一定の都合で出現していた。 B児において

顕著だったのは、場所への指さしが各月齢でほ

ぼ一定して観察されたことである o 11、12ヶ月

時に見られた場所を指し示す指さしは、それに

よって B児が何を言いたいのかがわかりにく

かった。しかし、 13ヶ月時以降に見られた、場

所を指し示す指さしのほとんどは、 B児が母親

「鴎聴き手回対象物閣不m i 

11:20 

12:18 

j齢3 

13:21 

15:3 

O 却 40 60 80 1∞ 
視線の方向のj!;1J会 (%) 

Flg.4 A児の指さしに伴う視線の方向

か父親に抱かれているときに出現し、自分の行

きたいところなど要求を表していた。

また、 B児においても、 14ヶ月時にその場に

ないものに対する指さしが観察された。これは、

いつも部屋の隅に置いてあるぬいぐるみが、そ

の場所にない場合に、 8児がその場所を指さす

ことによって、ぬいぐるみの意味を表現してい

た。 B児は 14ヶ月時に、手話においても音声言

語においても、意味のある言葉をそれほど頻繁

に表出していない。 8児は聴児であるが、 14ヶ

月時で、まだ音声の言語表出が少なく、家庭内

に手話言語環境があることなどから、指さしを

具体物だけでなく、その場にないものに対して

も使用するようになったと考えられる。

2 )指さし時の視線の方向

Fig.4、Fig.5は、 A児及びB見において、各

月齢時に見られた指さし表出時における視線の

方向をそれぞれ示している O

手話によってコミュニケーションをする際、

聴き手に視線を向けるということは重要なこと

である。自らの言語表出に対する相手からの反

応が、視覚モダリティを通して返ってくるから

である。 A児において、 11ヶ月時に表出した指

さしのうち、聴き手の方へ視線を向けていたも

のの割合は、 20%程度であった。しかし、 12ヶ

月以降になると、指さし全体の約 40%において

聴き手の方に視線を向けていた。これは、指さ

しが出現し始めた 11ヶ月時は、聴き手を意識す

ることなく、 A児と指し示す物というこ者の関

係から指さしが成立していたのが、 12ヶ月時以

11:25 

12:25 

月齢

13:20 

14:24 

O 20 

i圏聴き手自存~$f<~函示珂 i

40 60 
視線の方向の割合

80 ∞ 
(%) 

Fig.5 B児の指さしに伴う視線の方向
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降になると、聴き手を意識し、自分の指さしに

対する聴き手の反応を意識しながら指さしを使

用するようになったといえよう。すなわち、

し手、聴き子、対象物という三者の関係(三項

関係)を A児が理解するようになり、指さしが

コミュニカティプに{吏用されるようになって

いった。しかし、 15ヶ月時には、聴き手への視

線が伴う指さしの割合が再び減少していたo A 

児の 15ヶ月時の指さしの多くは、手話単語と結

びつき、 2語文を形成していた。この時期、A児

は聴き手がいないにも関わらず、絵本を見なが

ら独り言のように手を動かしている場面が観察

され、そのため聴き手に視線を向ける割合が減

少したものと考えられる。

B児の場合、発達に伴い、聴き手への視線を

伴った指さしが多く見られるようになった。し

かし、 13ヶ月時には、指さし時に聴き手へ視線

を向ける割合が極端に少ない。 13ヶ月時に表出

された指さしの多くは、要求の指さしであった。

電気のスイッチへの指さしが大半を占め、電気

のスイッチで遊びたいという要求を表してい

た。そのため、聴き手ではなく、スイッチの方

向へ視線を向けて指さしをする割合が高くなっ

たと思われる O

A児及びB児において、発達に伴い、指さし

時の視線の方向が聴き手に向くようになり、指

さしがコミュニケーションの道具として使用さ

れるようになってきたと考えられる O

3 )指さし時の体の傾き

Fig.6は、A児において、指さしをする擦に指

|圏傾き有り自傾きなしi

11:20 

12:18 

月齢

13:21 

15:3 

O 却 40 60 80 1∞ 
体の傾きの有無 (%) 

Fig.6 A児の指さしに伴う体の傾きの有無

さしの指し示すものに対する体の傾きがあった

かどうかについて示したものである。 B児につ

いては、 Fig.7に示した。

対象物に対する体の傾きは、対象物に手を伸

ばすリーチング動作において頻繁に見られる現

象である O しかし、 A見においては、指さし時

の、対象物に対する体の傾きはほとんど見られ

なかった。 Vygotsky(196617)) は、事物に届か

なかったリーチングの失敗が、指さしの起源で

あるとしている。確かに、要求行動として使用

された指さしの一部は、体の傾きを伴い、リー

チングから発生した可能性はあろう。しかし、

新奇のものに対する気づきの指さしも、指さし

出現当初から数多く見られ、そのような指さし

において体の傾きは全く観察されなかった口こ

のことから、指さしの多くは、リーチングとは

全く別の行動として出現したのではないかと推

調1されるO

B児の場合は、A児とは異なり、Fig.7に見ら

れるように、各月齢でほぼ一定して指さし時に

体の領きが生じている。しかし、 B児において

も、体の傾きが伴う指さしの大部分は、要求行

動として使用されていた。このことは、 A児の

場合と同様に、要求の指さしとそれ以外の指さ

しとでは、指さしの起源が異なっていることを

示唆している。

4 )指さしに対する聴き手の反応

Fig.8は、A児が表出した指さしに対して、聴

き手が反応したかどうかについて示したもので

ある。 A児においては、聴き予の大部分は母親

月齢

11・25

12:25 

13・20

14:24 

O 20 

|磁傾き有り臼傾きなし|

40 60 

体の傾きの有無

80 ∞ 
(%) 

Fig.7 B児の指さしに伴う体の傾きの有無
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であった。また、 Fig.9は、 B児の指さしに対す

る聴き手の反応の有無について示したものであ

る。

Fig.8より、 A児の場合、どの時期において

も、 7割から 8割の指さしが、聴き手の何らか

の反応を引き出していることが分かる。 A児が

月齢 11ヶ月のときは、指さしがコミュニケー

ション・レパートリーに加わってまもなかった

ため、母親は子どもの指さしに比較的頻繁に対

応していた。しかし、この頃に表出された指さ

しの多くは、秦野(19835))のいう「驚き・興味・

再認」の指さしであり、指さしによって何が言

いたいのかについてはわかりにくい。そのため、

12ヶ月時には母親の反応率がやや下がったと考

えられる。しかし、 13ヶ月以降になると、子ど

もの指さしの機能的意味が他者にとって読みと

りやすいものになるため、再び反応、率が上がっ

たと考えられる。

B児においても、 13ヶ月時を除りば、指さし

に対する聴き手の反応率はほぼ一定であった。

しかし、 A児に比べると、 B児の指さしに対す

る聴き手の反応率は低い。これは、家庭環境に

よるところが大きいと思われる o B児は部屋の

中を動き回ることが多かったが、 A児は母親の

近くに座っていることが多かったことなどが、

理由の一つであると考えられる。

A児や B児において、どの時期でも、半分以

上の指さしが何らかの反応を引き出している O

このことは、子どもが指さしをコミュニカティ

フ、に使っているかどうかに関わらず、聴き手が

l趨反応あり白剤t校一函不I正一!

11:20 

12: 18 
月
齢
13:21 

15:3 

20 40 60 
母親の反応の有無

80 ∞ 
(%) 

Fig.8 A児の指さしに対する聴き手の反応

子どもの指さしに対して反応していたことを意

味する O 母親の反応によって、子どもは指さし

の機能的意味を理解し、指さしの使用範囲を広

げ、また高頻度に指さしを使用するようになる

のではなかろうか。

IV.総合考察

聾児である A児の縦断的な観察の中で、指さ

しの興味深い使用が観察された。

日本手話の中では、文末でその文の主語に対

して指さしをすることが知られている(鳥越，

199115) ;市田， 19916))。例えば、「田中さんは本

を買った」という内容を日本手話で表した場合、

{田中 PT彼本買うた PT彼}

* PTは指さしの意味
と表されることがある口このとき、文末の指さ

しは意味的には冗長であり、文末の指さしがな

くても意味を伝達することは可能である O 文末

の指さしは、前の単語との間にインターバルを

おかず、手話単語と指さしがまるで 1語のよう

に表出されるO 手話言語のなかで、「指さしJや

γ表情」、「うなずき」などは、非手指動作(non-

manual signals)と呼ばれ、「疑問」や 「強調」

などの文法的な情報を担っているため、文法

マーカーとして機能していると考えられるo 日

本手話において、文末の指さしは、主語を明確

化する文法的情報を担った文法マーカーとして

機能していると推測される O

A児においても、手話単語が指さしによって

挟まれて表出される例がしばしばあった。 A児

!図反応的自問一国一平「寸

11:25 

お

m

n

L

q

u

 

月
齢

14:24 

O 20 40 60 
母殺の反応の有無

80 ∞ 
(%) 

Fig.9 B児の指さしに対する聴き手の反応

一 58-



乳児の指さし行動の発達的変化

が月齢 15ヶ月の時、

{PT車の絵車 PT車の絵}

というような発話が観察された。このとき、{車}

という手話単語と 2番目の指さしとの関にはほ

とんどインターパノレがなく、日本手話における

文末の指さしと類似していた。鳥越(199516))は、

手話を獲得しつつある聾児が、f指さし十手話単

語十指さし」という 3語文を表出することを報

告しているが、 A児においても同様の発話が観

察された口このことは、 A児が 15ヶ月時にはす

でに、指さしが事物を指し示すだけでなく、文

法マーカーとして機能するようになってきてい

るということを示唆している。このような指さ

しの使用例は、手話言語環境があるにも関わら

ず、聴見である B児には見られなかった。

本研究では、指さしに関して以下の 3点が明

らかになった。

第一に、指さしは発達に伴い、具体物を表す

だけでなく、その場にないものや場所を表すよ

うになり、その使用範囲が拡大していった。聾

児である A児と聴児である B児の両方におい

て、この傾向が見られた。

第二に、月齢が進むにつれて、指さし表出の

際に聴き手を意識するようになり、指さしがコ

ミュニケーションの道具としてコミュニカティ

ブに使用されるようになっていった。

第三に、 A児において、指さしが文法マー

カーとして機能している例も見られた。 14ヶ月

時点、では、 B児にはこの傾向は見いだせなかっ

た。手話言語環境にあり聾児である A児におい

ては、指さしが単なる前言語行動ではなく、そ

れが手話言語システムの中に積極的に取り入れ

られる中で、抽象性を高め、使用範囲を拡大さ

せていることがわかった。

本研究の対象児は、手話言語環境にある聾児

1名と聴児I名であった。今後対象児を増やし、

同様の指さしの発達過程が見られるのかどうか

について、さらに観察する必要があろう。また、

手話言語環境にない聴児や聾児の指さしについ

ても分析することによって、 A児が示した指さ

しの発達過程が、手話言語環境によるものなの

か、聴覚障害によって音声言語の入力が制限さ

れることによるのかも明らかにすることができ

ょう。

J王

1)本研究では、健常児と障害児というような病

理学的な枠組みで関児を捉えるのではな

く、主として手話を使うようになる子ども、

音声言語を使用するようになる子どもとい

う観点から、 ~t\!児及びi徳児という語を使用

した。
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Developmental Alternations of Pointing Gestures 

一一inthe case of infants who have deaf parents 

Wataru TAKEI and Akira YOKKAICHI 

This longitudial study examined the development of pointing gestures in terms of the 

acquisition of sign language. A deaf and a hearing infant of deaf prerents between 5 

months and 15 months of age were studied with their mothers in their home. By 11 

months， the infants started to point and the number of pointing productions was 

increased. As they grew up， they a1so alternated the pointing gestures qualitatively. The 

qualitative alternations are as foUows. (a) They pointed not only to concrete objects in 

the immediate situation but also to objects which are not with in their visual environ-

ment such as past events and abstract objects that they intend to refer to. (b) Pointing 

gestures have been used more communicatively as infants understood relations among 

themselves， communication partners and the pointed objects. (c) The deaf infant used 

pointing gestures as grammatical signals of her language. In conclusion， as infants grew 

up chronologicaUy， pointing gestures they produced have been very similar to pointings 

used in sign language system. 

Key Words: pointing gesture， sign language， prelinguistic period 
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